
日本スリップフォーム工法協会



作業の省力化・工期の短縮化を図る

スリップフォーム工法

コンクリート構造物連続打設工法
スリップフォーム工法は専用の成型機によるコンクリート連続打設工法

です。

コンクリートをモールド内で締固め移動し、連続成型します。

モールドを交換することによって種々の形のコンクリート構造物が施工

できます。

〈適用範囲〉 同一断面の連続したコンクリート構造物に幅広く適用で

きます。

たとえば、縁石・ロールドガッタ・U字溝・L型街渠・

円形水路・コンクリート防護柵・立壁など。

〈特　　徴〉 施工の省力化とスピード化ができます。

●コンクリート自動連続成型機 ゴメコ GT6300



縁石（基礎一体型） L型街渠（縁石・エプロン部一体型） 

V型水路 

U字溝 

コンクリート防護柵 

側帯工 

皿型水路 

円形水路 薄型水路（基礎一体型） 

ロールドガッタ 立壁 

ヒューム管巻込み 

L型街渠（エプロン部のみ） 

主な構造物



コンクリート防護柵・立壁



円形水路・ロールドガッタ



路盤鉄筋・皿型水路・V型水路



縁石・L型街渠・U字溝・側帯工
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